






































































審査結 果  。) 要
旨
 著者は第1報において,健常人55例及び諸種内科疾患口0例の血清につき,血清銅値と
 血清銅オキシダーゼ活性度の測定を行い,両者を比較検討した。次に第2報で健常人23例及
 び数種内科疾患151例に5いて,血清銅オキシダーゼ活性疲と血清総蛋白及び咀清蛋白分画比と曝1係
 をしらべぼた一部の腎疾患例では尿中の蛋白と期とを測定し,これらとの関係もしらべた。
 その結果,著者は,血清鋼魑と1餌静・ilオキシダーゼ活性度との間に密接な正の相関があり1
 両測定値の比はWilSOn病以外の疾患では1健常例と大差が左いことを認めたbす左わちこ
 れらの疾患にむける血清銅の増加はCer虹OPlasminの増加を伴うものであり,従って血
 清銅矛キシタ㌧ゼ活性度を知ることにより趾L清鋼値の多少をも推察しうるものであることを確
 めた。WiISOn病に;登けるぜ且清銅オキシダーゼ活性度の低下は頚1薄鍋の低下を更に上まわっ
 て著るしくかつ特異的で,この点著者は血清鋼オキシダーゼ活性度の測定が本病の早期発見に
 極めて有用であると共に遺伝学的研究に役立つと考えている。
 なむ著者は1諸種内科病態におけるGeru10P■a61ni財直が,蛋白尿奮伴う疾患1る・」二ぴ
 Wi180r上チ丙をσ)そ二くと,α一滴比の増減に密物売な呂鴇皇を府`す'ることを言忌めドとの変填勇がα一G.
 の変動と同様の意義を有するものと考えた。更に腎疾患年見られるml清銅オキシダーゼ活性度
 の低下は一尿中に蛋白と共にOりrしLlop⊥asmin及び遊離の鋼が失われることも1因となる
 と推短した。
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